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このたびは、数ある商品から violet audio dMix128 をご採用いただき、誠にありがとうございます。 

末永く機器をご使用いただくため、使用環境に合わせて設定を進めていく上での参考としてください。 

 

■同梱品 

●dMix 128 本体 １台 

●オプションセット ２セット 

セット内容：ラックイヤーx1、電源コネクタロック x1、電源コード x1 

※商品に同梱され電源コードは専用品です。他の機器での使用は絶対に行わないでください。 

●スタートアップガイド 

 

■電源 

本機は冗長電源（リダンダント電源）に対応しているため、電源コネクタは2系統あります。 

安定した運用のため、両方の電源コネクタに電源コードを接続してください。 

 

電源コネクタ上部の電源スイッチを「○」から「｜」に切り替えると、機器が起動します。 

 

 

STATUS LEDが青点滅から青点灯に変わると、機器は正常に起動しています（約30秒）。 
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■接続 

パソコンやタブレットなどのデバイスを、dMix 128の任意のEthernetポートに直接接続してください。 

 

 

もしくは、デバイスとdMix 128の両方を同一ネットワーク上に接続してください。 

 

 

 

■リモートコントロールページへのアクセス 

HTML5対応のWebブラウザ（Google Chrome、Safari、Mozilla Firefoxなど）を起動します。 

ブラウザ上部のアドレスバーに「dmix.local」と入力し、Enterキーを押します。 

 

 

※複数のdMix 128を使用する場合は、デフォルトのホスト名（デバイス名）を変更できます。 
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■リモートコントロールページ 

❶：単体チャンネルの詳細設定 ❷：ホーム（下図） ❸：ゲイン      ❹：プリセットマネージャー ❺：オプション  

 

 

 

❻：チャンネル移動（チャンネル名部分をドラッグまたはスワイプすると、前後のチャンネルへ移動できます。） 

※レベルやゲインの数値表示を長押しすると、数値を直接入力できます。ダブルクリックすると、設定値がデフォルト

値に戻ります。また、フェーダーを長押しすると、より細かい調整ができます。 

 

■ホスト名の変更 

リモートコントロールページの右上にあるコアアイコンを選択すると、オプションページへアクセスできます。 

［GENERAL］の［Name］フィールドで、ホスト名（デバイス名）を変更できます。 

ホスト名を変更した後は、ブラウザのアドレスバーに「＜ホスト名＞.local」と入力することでアクセスできます。 

**注意** 

* 一度変更したホスト名は、デフォルトのホスト名（`dmix`）に戻すことはできません。 

* ホスト名を数字のみで設定すると、「＜ホスト名＞.local」によるアクセスはできなくなります。 
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■リセット 

〇ソフトリセット 

コントロールソフトの[SESSION]>［FACTORY RESET］を選択すると、以下の設定が初期状態に戻ります。 

 

 

• インプットチャンネルのプロセッシング、バス、およびグループ 

※ビューグループは初期化されません。 

• アウトプットチャンネルのプロセッシング 

• ルーティング 

• ［GENERAL］ 

o MADI 

• ［LAN］ 

o DHCP 

o マルチキャスト（200） 

• ［SOLO］ 

※SOLO 1 および SOLO 2 は初期化されません。 

 

 

注意：ホスト名は初期化されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❸ 
❸ 

❸ ❷ 

❶ 
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○ハードウェアリセット 

dMix 128 は、フロントの［R］ボタンを押し続ける時間に応じて、2 種類のハードウェアリセットを実行できます。 

※ボタンは非常に小さいため、ピンなどの先端が細いものをご用意ください。。 

 

 

●リセットモード 1：ネットワーク設定のリセット（約 3 秒） 

機器の電源を入れた状態で、［R］ボタンを約 3 秒間押し続けます。 

• STATUS LED が赤色（もしくは紫色）に点灯したら、［R］ボタンを離します。 

• 機器が再起動し、IP 設定が DHCP にリセットされます。 

※ルーティング、DSP 設定、およびシステム設定は保持されます。 

 

●リセットモード 2：工場出荷時リセット（約 10 秒） 

機器の電源を入れた状態で、［R］ボタンを約 10 秒間押し続けます。 

• 約 3 秒後に赤色（もしくは紫色）の LED が点灯します。 

• 約 10 秒後に LED が青色に点灯したら、［R］ボタンを離します。 

• 初期化のプロセスが実行されますので、5 分ほど待機し、機器を再起動します。 

• 再起動後、機器は工場出荷時の状態に戻ります。 

工場出荷時リセットを実行すると、以下の設定に戻ります。 

• IP モード：DHCP（自動 IP） 

• デバイス名：dmix.local 

• ミキサー設定：すべてのミキサー設定が初期化されます。 
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■ファームウェアアップデート 

［Options］メニューから［About］を選択すると、アップデートページを開くためのボタンが表示されます。 

［Check for Update］を選択すると、アップデートページ（http://dmix.local:8198）が開きます。 

 

アップデート画面が表示されたら、［CHOOSE］を選択します。 

 

任意のフォルダから最新のファームウェアファイル（.dmixfw）を選択します。 

例：dmix128-0.8.0.1153.dmixfw 

［Update］を選択し、パソコンからデバイスへファームウェアデータのアップロードを開始します。 

 

注意事項 

• アップロードが完了するまで、機器の電源を切ったり、ブラウザを閉じたりしないでください。 

• ファームウェアの書き込み中は、一時的に機器との通信が切断されます。 

 

○アップデート完了の確認 

アップロードされたファームウェアのインストールには約1～2分かかります。 

約1～2分経過した後、機器を再起動してください。 

 

 

 

❸ 

❸ 

❸ 

❷ 

 



VioletAudio dMix 128 スタートアップガイド 
 

 
7 

 

■リカバリーモード 

リカバリーモードでは、以下の操作を行えます。 

• ［Home］：機器が正常に接続され、応答していることの確認 

• ［Firmware］：工場出荷時のファームウェアへの復元、リカバリーチェックポイントの確認 

• ［Backup］：保守作業を行う前の、ショーやプリセットのエクスポートおよびインポート 

• ［Upgrade］：新しいファームウェアパッケージのインストール 

• ［Settings］：ネットワーク設定の確認またはリセット 

○リカバリーモードへの移行手順 

dMix 128の電源をオフにし、USB Type-Cケーブルで、パソコンやタブレットをdMix 128に接続します。 

※モバイル端末を使用する場合は、機内モードをオンにしてください（通常はAndroid端末のみ必要です）。 

dMix 128の［R］ボタンを押したまま、電源をオンにします。 

 

 

STATUSランプの色が赤色と紫色を交互に表示したら、［RESET］ボタンを離してください。 

 

 

STATUSランプが「青色2回点滅 → [紫色 ↔ 赤色]高速点滅」の順に変化し、 

INPUT 1、9、17、25のシグナルランプが点灯すれば、リカバリーモードの移行は正常に完了しています。 

 

ブラウザを起動し、アドレスバーに「10.10.10.10」と入力して、Enterキーを押します。 

モバイル端末 
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トラブルシューティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当製品に関するご質問やご不明な点がございましたら、当社ホームページのお問い合わせフォームよりお問い合わせください。 
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